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〔
岩
波
出
版
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
二

’
三
、
電
話
○
三
Ｉ
三
二
六
三
’
七
○
七
八
、
二
○
○
四
年
三
月
十
七

日
、
三
三
二
頁
、
非
売
品
〕

て
極
め
て
少
な
い
の
は
何
故
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
又
敬
介
の
胄
洲
先

生
の
伝
言
の
中
に
も
乳
巖
手
術
の
術
式
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
は
何
故

で
し
ょ
う
か
。
敬
介
の
当
時
の
日
記
に
首
つ
り
、
鎖
陰
痛
、
嘔
吐
不
止

者
、
等
の
こ
と
は
述
べ
て
あ
り
ま
す
が
乳
巌
手
術
の
こ
と
は
言
か
れ
て

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
青
洲
先
生
が
老
年
に
な
り
乳
巖
の
手
術
も
積
極
的
に
や
ら
れ

な
く
な
っ
た
の
が
原
因
で
し
ょ
う
か
、
或
い
は
敬
介
が
乳
巖
の
手
術
に

対
し
て
あ
ま
り
興
味
を
示
さ
な
か
っ
た
の
が
原
因
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

点
博
学
の
松
木
先
生
の
ご
見
解
を
お
示
し
頂
け
れ
ば
真
に
幸
い
で
あ
り

ま
す
。

（
岩
瀬
敬
司
）

編
集
後
記
向
哩
訟
謝
鴻
鴨
鯆
擬
蝿

億
円
返
還
困
難
東
京
地
裁
が
破
産
宣
言
」
（
読
売
新
聞
朝
刊
）
と
い
う

内
容
で
あ
る
。
本
学
会
で
も
会
員
の
年
会
費
を
預
け
、
学
会
誌
発
行
な

ど
の
運
営
を
学
会
事
務
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
て
い
る
。
▼
こ
の
件
に
関

し
て
八
月
二
十
八
日
、
本
学
会
の
臨
時
理
事
会
が
開
か
れ
、
七
月
二
十

一
日
現
在
の
預
か
り
金
四
十
一
万
余
円
の
金
額
は
返
還
不
能
と
な
る

が
、
学
会
の
顔
で
あ
る
学
会
誌
の
発
行
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
し
た
い

と
の
意
向
が
示
さ
れ
た
。
今
後
も
安
心
し
て
投
稿
し
て
下
さ
い
。
▼
学

会
事
務
セ
ン
タ
ー
の
破
産
に
よ
り
、
学
会
の
事
務
を
ま
た
学
会
内
部
で

取
り
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
。
学
会
誌
へ
の
原
稿
は
順
天
堂
大
学
に
送
っ

て
下
さ
い
。
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
り
、
五
十
巻
三
号
の
発
行
が
遅
れ
て

し
ま
い
、
深
謝
致
し
ま
す
。
本
号
は
邦
文
原
著
一
篇
、
英
文
原
著
二
篇
、

研
究
ノ
ー
ト
三
篇
、
資
料
二
篇
を
載
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
▼
し
か
し
、

原
著
の
投
稿
が
少
な
い
の
で
、
次
号
の
発
行
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

特
に
英
文
論
文
の
在
庫
が
な
い
の
は
頭
が
痛
い
。
英
文
論
文
の
数
や
量

が
日
本
学
術
振
興
会
か
ら
の
刊
行
補
助
金
の
大
き
な
条
件
と
な
っ
て
い

る
と
い
う
。
今
年
は
学
会
事
務
セ
ン
タ
ー
の
預
か
り
金
返
還
不
能
と
ダ

ブ
ル
パ
ン
チ
を
受
け
た
。
役
員
や
委
員
た
ち
の
さ
ら
な
る
努
力
は
勿
論

だ
が
、
会
員
の
協
力
も
欠
か
せ
な
い
。
▼
学
会
誌
に
は
、
原
著
、
研
究

ノ
ー
ト
、
資
料
の
他
に
書
籍
紹
介
、
文
庫
め
ぐ
り
、
広
場
と
い
う
ペ
ー

ジ
も
設
け
て
い
る
が
、
最
近
原
稿
の
集
ま
り
が
悪
く
な
っ
て
い
る
。
こ

ち
ら
の
方
も
、
会
員
の
積
極
的
な
投
稿
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
蔵
方
宏
昌
）


